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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
（分担研究報告書） 

 
全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制の整備とその試行、臨床データベースに基づく 

臨床研究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に関する研究 

 
研究分担者 神野浩光・帝京大学医学部 外科学講座・教授 

研究協力者 松本暁子・帝京大学医学部 外科学講座・助教 

 

 
 
 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 

がん登録データの有効利用のために、臓器

がん登録のモデルケースとしての乳がん登録

の実績を解析し悉皆性の向上を図る。 

 

Ｂ．研究方法 

1975 年より開始された乳がん登録は現在 

NCD とリンクしているため、NCD にてデー

タを解析する。 

A. 全国がん登録データの予後データを乳が

ん登録に反映させる意義については日本乳癌

学会登録委員会にて議論する 

B. 乳がん登録の audit について、乳癌学会登

録委員会で議論する。 

C. 実際の症例登録は NCD を利用している。 

D. 乳がん登録事業について、乳癌学会登録委

員会で議論する。 

E. 乳がん登録の課題について、乳癌学会登録

委員会で議論する。 

F. 乳がん登録の運用について、乳癌学会登録

委員会で議論する。 

G. 乳がん登録を利用した特定研究課題につ

いて、乳癌学会登録委員会で議論する。 

H. 乳がん登録の学会内規定について、、乳癌

学会登録委員会で議論する。 

I. 乳がん登録を活用した盛夏の候表について

、乳癌学会登録委員会で議論する。 

 
Ｃ．研究結果             

A. NCD 乳がん登録に全国がん登録の予後デ

ータを反映させる意義とそのための体制構築

の必要性を、本研究班の進捗を含めて日本乳

癌学会の登録委員会および理事会にて報告し

た。 

B. 日本乳癌学会では登録委員会と専門医制

度委員会にて年 1 回の audit を行っている。 

C. 1975 年より開始された乳がん登録は 2004

年に web 登録システムに移行し、2012 年より、

NCD と合体している。 

D. 乳癌学会登録委員会を中心に乳がん登録

事業を進めている。 

E. 現在の 5 年予後，10 年予後登録割合は，

研究要旨（乳癌臨床データベースの現状と将来） 
がん登録データの有効利用のために、モデルケースとしての乳がん登録の実績と悉皆性

を解析した。NCD 登録データと全国がんの推計値や全国がん登録のデータと比較したと

ころ、カバー率は 2011年では 56%であったが，NCDとのリンク後、2012年 82%、2013年

83%、2014 年 85%と上昇している。2016 年の全国がん登録と比較してもそのカバー率は

84%であった。80%を超える高いカバー率の要因としては乳がん登録を専門医あるいは認

定施設の要件としていることが挙げられるが、更なる悉皆性の向上が必須である。 
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それぞれ，75.3%，56.0%である。全登録症例

の予後情報の把握を達成するためには，全国

がん登録データベースとのリンクによる予後

データ収集体制の確立が望まれる。  

F. NCD を利用しており、手術症例で約 60 項

目であり、年間約 300 万円の経費を要してい

る。 

G. 日本乳癌学会では特定研究課題を公募に

て施行している。研究計画書を作成し、各施

設および乳癌学会倫理委員会での倫理審査が

必須となっている。研究の期限は現在のとこ

ろ設けていない。 

H. 通年登録実施に関する学会内規定は存在

しない。 

I. 乳がん登録を利用した研究報告の内容一般

国民向けの説明サイトは現在、存在しない。

登録情報に対しる権利に関する明文化もない。

研究報告の著作権に関する法的・倫理的整理

もまだ行われていない。 

 

Ｄ．考察               

1975 年より乳癌研究会の事業として開

始された乳がん登録は、2004 年に web 登

録システムに移行し、  2011 年までに

255,519 例が登録されている。2012 年 1 月

1日よりはNCD登録と合体し、現在のNCD
乳がん登録となっている。合体により登録

症例数は著明に増加し、本邦の乳がん罹患

数の 80%以上をカバーするがん登録となっ

ている。また 2004 年から 2011 年の登録症

例の 93はNCD乳がん登録に移管されてい

る。もともと 5 年予後調査結果が登録され

ており、NCD 移管後も引き続き 5 年および

10 年の予後登録・解析が可能なシステムと

なっている。現時点での 5 年予後調査回答

率は 2004 年が 75%、2012 年が 61%であ

り、2004 年の 10 年予後登録率は 56%であ

る。2016 年に全国がん登録が開始されてい

るが、2016 年の全国がん登録の罹患数合計

値による乳がん登録のカバー率は 84%であ

った。 

80%を超える高いカバー率の要因としては

乳がん登録を専門医あるいは認定施設の要

件としていることが挙げられる。15%程度

の非登録症例の原因については、近年の登

録施設数がほとんど一定であり、正会員の

約 80% が外科医であることから、外科専門

医と関連の薄いたとえば本学会非会員の腫

瘍内科医が担当する非手術症例群の可能性

が推測される。 

 
Ｅ．結論 

乳がん登録では NCD を利用し、audit も定

期的に行っており、悉皆性、正確性ともに高

い状況ではあるが、今後全国がん登録や院内

がん登録のデータが反映可能となれば、更な

る質の向上が期待される。 

 

Ｆ．健康危険情報  

特になし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

   (予定を含む) 

特になし  


